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－共助と共生の地域
社会を築こう－

本誌は古紙配合率70％

再生紙を使用しています
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ふ
く
し

だんの

らしの

あわせ

平
成
30
年
1
月

　
社
会
福
祉
法
人 

亀
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

平成 30 年 1 月

　 社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会

第 2 次　亀 山 市 地 域 福 祉活動計 画

第
2
次 

亀
山
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

－共助と共生の地域社会を築こう－

本誌は古紙配合率70％
再生紙を使用しています

～ともに支え合い ともに暮らせる　　　　　　のまち～

ふ く し

ふ
く
し

だんの
らしの
あわせ

平
成

30
年
1
月

　社
会
福
祉
法
人 

亀
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

平成 30 年 1 月
　 社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会

第 2 次　亀 山 市 地 域 福 祉活動計 画

第
2
次 

亀
山
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

　　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　　取り組んでいきます！

会
長

は
じ

め
、社

協

職員一丸となって



　 たくさんのアイディアありがとうございます！

ふだんの くらしの しあわせ のまちを目指して
　亀山市住民誰もが、住みなれた地域で安心した暮らしが続けられるよう、住民と福祉関係の事業者・団体、
行政が、力を合わせて地域の福祉課題に取り組むしくみを作るために、地域福祉活動計画を策定しました。

ともに支え合い ともに暮らせる ふくしのまち

この理念を具体的に進めていくため、
横断的に大きく２つの目標をもって取り組みます。

コミュニティソーシャルワークの充実 福祉総合相談機能の充実

平成２８年度から２年間地域に
うかがい、

たくさんの意見・アイデアを
いただきました。

頂いた意見を集約し、

基本理念

地域支援を行うコミュニティ
ソーシャルワーカー（CSW）は
・境目のない地域支援
・�一人ひとりに対応する個別
支援
・�継続した支援に繋がるしく
みづくり
を行います。

どこに相談したら良い
の？と迷ったら、福祉
に関することなら何で
も相談してください！
必要な機関につなぎ・
連携して一緒に考えま
しょう。

社会福祉協議会
あなたの地域
に伺います！

あいあい
社協窓口にて

お待ち
しています！
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　 たくさんのアイディアありがとうございます！

職員もみんなでアイディアを
だしました！

策定委員会で検討を重ね、

ついに冊子に
なりました！

パブリックコメントも
募集して…

「あなたは、亀山市社協の職員さんを何人ご存知ですか？」
亀山流の地域福祉は、これまでのつながりを大切にしつつ、
新たな課題へも対応できるよう、より市民の皆さんの気づ
きや活動に寄り添うことを目指します。そのための一歩と
して、ぜひ「あなたの知ってる社協職員」を
増やしましょう！あなたのご不安を、亀山市社
協の魅力的な専門職とともに考えあうことにこ
そ、亀山流の極意がありそうです。

地域福祉活動計画策定委員会　委員長
皇學館大学　教育開発センター准教授
　　　　　　　　　　　 板井 正斉 氏

地域福祉講演会
　３月10日（土）亀山市文化会館において「ともに支

え合い、ともに暮らせる『ふ』だんの『く』らしの『し』あ

わせのまちをめざして」と題し、地域福祉講演会を開

催し、大阪府豊中市社会福祉協議会地域推進室の勝部

麗子室長にご講演

いただきました。コ

ミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を配置し、生活困窮者の自立

支援やごみ屋敷問題など、住民生活や多様化する地域課題に取り組ん

でいる豊中市社協の活動を紹介。「ひとりぽっちをつくらないこと。本

人と目標を共有し、共助と共生の地域社会を築くことが大切。」と経験

から得た貴重なお話しを聞かせていただきました。

よろしく
　お願いします！
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つくしの家
　西部地区の民生委員との交流会を始めてから
２年目を迎えました。回数を重ねることでお互
いの顔や名前を覚え、距離が縮まりお互いの笑
顔がよくみられるようになりました。
　今回は民生委員さんが演奏するピアノに合わ
せて季節の歌をみんなで歌ったり、手遊び、クイ
ズなどを考えていただき、盛りだくさんの内容
でした。どれをとっても楽しく、利用者さんもい
つも楽しみにしています。
　今後も交流会を通して、地域の方とつながっ
ていくことができるよう継続していきます。

なかまの部屋
　平成29年度新たに関小学校５年生との交流会
を始め、２回開催する事が出来ました。
　11月の交流会では、児童達は車いす体験を通
し、取り扱いに苦戦しながらも障がいの特性に
ついて学びました。利用者さんが日頃行う商品
組み立てに取り組み、事業所内での活動につい
て知ってもらうことが出来ました。
　３月の交流会では小学校へ招待していただ
き、調理などを楽しみました。
　今後も交流会を続け、お互いの理解を深めて
いくことができるよう取り組んでいきます。

地域におけるささえあい活動セミナー
　３月８日（木）三重県総合文化センターにおいて「三重県内のステキな住民主体の取り組みを発信す
ることと、参加者同士の学び合いを進めること」を目的に、県内12団体が活動発表を行いました。亀山市
としては、「サロンと福祉教育」をテーマにいきいきサロン「憩い」と亀山高校の交流を紹介しました。サ
ロンを運営する立場として代表の丸橋様、教育の立場からは塚原教諭より、１年間を通じて学んだこと
をご紹介いただきました。会場からは「サロンの参加者にとっては生きがいになるし、高校生にとって
は将来を考えるきっかけになる。とてもいい多世代交流の形だと思う。」「自分のまちでも実現出来たら
いいな、と思いました。」などたくさんの応援メッセージをいただきました。

社会福祉協議会 活動紹介
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　地域住民、ボランティア等が主体となって高齢者や子育て中の親子等の外出の機会の提供及び仲間作りの
場であるサロン活動に助成を行います。
１ 「ふれあい・いきいきサロン」（65歳以上の方及びその支援者）
２ 「子育てサロン」（子育て中の親子対象）
３ 「コミュニティサロン」（地域住民誰もが対象）
【助成要件】
・５人以上で組織する団体
・月に１回以上、１回１時間以上の開催
・原則として個人負担（食事代、材料代など）
【助成金額】
月額3,000円（年間36,000円以内）
【申請期間】
　平成30年4月2日～4月27日
※申請期間外の申し込みについては個別にご相談させていただきます。

　社会福祉の向上を目的とする事業並びに地域住民のニーズに基づく地域福祉事業等に要する経費で、公的
補填のないものに対して行います。
※ただし、次のものは除きます。
１　役員会、総会、大会経費及び職員の人件費等、団体の運営に要する経費
２　２県以上にまたがる地区を対象とした大会や会議に要する経費
３　他団体から委託を受けた事業の経費補填
４　その他、社会福祉を目的とする事業と認めがたい事業の経費
【申請期間】
平成３０年３月１５日～４月１3日

　ボランティアセンターに登録している、またこれから登録しようとしているボランティア団体及び個人を対象
に、社会福祉の向上のために行うボランティア活動に要する経費で、公的補填のないものに対して行います。
【申請期間】
平成３０年３月１５日～４月１3日

地域福祉係　☎８２－７９８５までお問い合わせください。
各助成事業の申請書は、窓口またはホームページからダウンロードできます。
申請受付時間は、土日、祝日を除く8時30分から17時15分まで。

平成30年度助成事業の募集を行います
サロン活動推進助成事業

共同募金配分金助成事業

福祉ボランティア基金助成事業



●各種無料相談をご利用ください　　　　☎82-7985　生活支援係

●入れ歯リサイクル事業にご協力ください

●社会福祉センターを利用しませんか？　☎96-8163　社会福祉センター 管理人室

善 意 の 寄 付（平成29年12月1日～平成30年2月28日）
亀の会様、櫻井潤一様、古河電気工業労働組合三重支部様、三重県遊技業協同組合亀山支部様、
鈴鹿農業協同組合様、福西高弘様、いきいきサロンゆりの会様
お寄せいただきましたご芳志は、社会福祉事業のため有効活用させて頂きます。厚くお礼申し上げます。

相談名 心配ごと相談
（元公証人（弁護士）による法律相談） 社協による法律相談

相談日時 毎月第２・４金曜日
13：00～15：00

毎月30日（土日祝の場合は前の平日に繰上開催）
10：00～12：00

相談内容 日常生活上のあらゆる心配ごとや困りごとの相談
相続、遺言、賃貸借、離婚等の法律相談

成年後見、権利擁護に関する相談に対し、
弁護士による法律相談

場所 あいあい１階　個別相談室、相談室２ あいあい１階　個別相談室

申込等 原則予約制ですが、当日申込可。 予約制。前日午前中まで受付。
※予約者が居ない場合は相談は開設しません。

◆公証人とは、裁判官や検事、法務局長などを長く務めた法律実務経験豊かな者の中から、法務大臣が任命する法律の専門家です。
◆心配ごと相談は、社会福祉協議会から委嘱を受けた、相談援助の豊富な経験を有する方です。

　不要になった「入れ歯」をご寄付ください。リサイクルをしたその収益金がユニセフを通じて世界の
子どもたちへの支援に役立てられます。ぜひ、ご協力お願いいたします。

　亀山市社会福祉センターでは３階集会室の貸館を行っています。会議や研修、サロン、サークル活動等
にぜひご利用ください。ご利用の際には下記の連絡先までご連絡ください。
■利用時間　午前　９：００～１２：００
　　　　　　午後１３：００～１６：００
　　　　　　終日　９：００～１６：００
■休館日　　日曜日・祝日
　　　　　　１２／２９～１／３

リ サ イ ク ル 対 象

① 入れ歯
 歯にかぶせた金属
 歯に詰めた金属
 歯と歯をつないだ金属

② 使っていないアクセサリー

入れ歯回収場所
●�総合保健福祉センターあいあい
　（西口玄関自動ドア横）
●社会福祉センター

市総人口　49,751人　65歳以上の人口 12,978人（男性5,810人 女性7,168人）

世帯数　21,198世帯　18歳以下の人口  8,902人（男性4,594人 女性4,308人）

　　　　　　　　　　　高齢化率 26.1％　　　　　　　　　　　　　　　　　  

亀山市の福祉指数（平成30年3月１日現在）

発行 社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会 
〒519－0164 亀山市羽若町545番地 市総合保健福祉センター｢あいあい｣内
☎ 0595－82－7985　FAX 0595－83－1578　
公式HP http://kameyama-shakyo.or.jp　
facebook http://facebook.com/kameyama.shakyo
社協だよりは市民の皆様からいただいている会費で発刊しています。

印刷
株式会社 一誠堂

再生紙を使用しています。

■設備　机40台、イス250脚、
　　　　マイク等
■場所　亀山市若山町7-1
※�亀山市内の福祉関係者又は
その団体は無料となります。

NEW


